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警告 
●据付工事は、 販売店または専門の工事店が実施し て く だ さ い。  

 間違っ た工事は、 故障や事故の原因になり ま す。  

●据付工事部品は必ず付属部品および指定の部品を ご使用く ださ い。  

 当社指定部品を使用し ないと 故障の原因と なり ま す。  

本書に記載の内容は、 予告なく 仕様の変更、 改廃を行う 場合があり ま す  
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安全のために必ず守る こ と  

 
こ の製品の性能・ 機能を十分に発揮さ せ、 ま た安全を確保するために、 正し い据付工事が必要です。 据付工

事の前に 、 こ の工事説明書及び取扱説明書の「 安全のために必ず守る こ と 」 を よ く 読んで、 注意事項を必ず

守っ て く だ さ い。 ま た 、 以下の事項は、 安全のために必ず守っ て く だ さ い。  

 

１ ． 工事さ れる と き は、 接続機器類の電源プ ラ グ を必ず抜いてから 行っ て く だ さ い。 万一の感電防止のため  

  に お願いし ま す。  

２ ． 工具は適合し たものを使用し て く だ さ い。  

３ ． 据付場所が高い場合は、 頑丈な据付台（ 手すり 付き ） から 作業し て く だ さ い。  

 
                         ●本文中に使われる 「 図記号」 の意味は次のと おり です。  

 
    
 
 
据付上のお願い  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
指示を守る  
 

禁止 

  カ メ ラ ケ ーブ ルの配線に際し て電灯線やテ レ ビ の
ア ン テ ナ配線に近づけて引き回し た り 、イ ン タ ーホー

ン やモ ニ タ の近く にある場合、映像やイ ン タ ーホーン

に雑音が入る場合があり ま す。そ の時は配線や位置を

変えて く だ さ い。    
               

 

                  

                       
   

 

                                   

 テ レ ビ やラ ジオの送信ア ン テナ、モ ータ やト ラ ン スな

ど の強い電界、磁界の近く でお使いになる と 、雑音が入

っ た り 映像が曲がっ た り する こ と があり ま す。こ のよ う

な場合、カ メ ラ ケーブ ルは金属製電線管を使用し て敷設

し て く だ さ い。  

 ２ 系統以上のシステム構成のと き は、シス テム毎に

電線管を設けて く だ さ い。  
                

                

 取付場所はカ メ ラ の質量に十分耐える所を選んで

し っ かり 固定し て く だ さ い。  

化粧合板、石膏ボード 、プ レ スボード 等への取付けは

本書の設置方法を必ず守っ て く だ さ い。  

 カ メ ラ を取付けた後、カ メ ラ に手を かけた り 、ぶら

さ がっ た り 、 足でふま ないでく だ さ い。 ま た 、 衝撃 

振動のある所に設置する と 故障の原因と なり ま す。  

例） 車両、 船舶、 航空機、 機関室、 工業用機械など  

     
 

                 

                       

 

      
 
                                     

 カ メ ラ は、 設置する周囲温度が―10℃～+50℃（ カ メ

ラ 通電時） 、 湿度は 90％以下（ 結露し ない場所） でご

使用く ださ い。  

 特に 調理室やボイ ラ ー室など 温度や湿度の高い所で

の使用は、性能を低下さ せま すので離し た位置でご使用

く ださ い。ま た 、電源は 90Ｖ ～110Ｖ でお使いく だ さ い。 
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構成 
 

 １ ． CI T-7550 形カ メ ラ 本体（ カ メ ラ 固定金具含む） ----------------------------１  

 ２ ． 天井取付金具（ 安全ワ イ ヤ付） -------------------------------------------１  

 ３ ． カ メ ラ 取付ネジ（ Ｍ５ Ｘ ５ ０ ） -------------------------------------------３  

 ４ ． カ メ ラ 取付ネジ用平ワ ッ シャ （ Ｍ５ 用） -----------------------------------３  

 ５ ． カ メ ラ 取付ネジ用スプ リ ン グ ワ ッ シャ （ Ｍ５ 用） ---------------------------３  

 ６ ． 取扱説明書／保証書-----------------------------------------------------１  

７ ． 据付工事説明書---------------------------------------------------------１  

 

＊ 同軸コ ネク タ は付属し ていま せん。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ Ｉ Ｔ －７ ５ ５ ０ 形カ メ ラ 本体 

ス プ リ ン グ  
ワ ッ シャ （ Ｍ５ 用）  

 

取扱説明書／保証書 据付工事説明書（ 本書）  
平ワ ッ シャ  
（ Ｍ５ 用）  

ネジ（ Ｍ５ Ｘ ５ ０ ）  天井取付金具 
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据付上の注意 

 
� 本機は天井に直接取付ける場合と 、 天井埋込みユニ ッ ト （ Ｋ－９ ７ ６ ０  別売） を使用し て天井に埋込

んで取付ける場合の２ 通り の設置ができ ま す。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
� 本機は十分に強度を も っ た場所に取付けて く だ さ い。 化粧ボード 、 石膏ボード 、 プ レ スーボード 等への  

取付けは本書の設置方法を必ず守っ て く だ さ い。  

  取付強度が不足し ている と 、 モ ニ タ ー上の映像がぶれたり 、 最悪の場合落下の危険があり ま す。  

� エ ア コ ン のダ ク ト やエ レ ベータ の付近など振動のある場所で、 ズームを高倍率にする と 映像がぶれる  
場合があり ま す。 振動のある場所への設置は避けて く だ さ い。  

■ Ｃ Ｉ Ｔ －７ ５ ０ ０ ／Ｃ Ｉ Ｔ －７ ５ １ ０ 用天井埋込みユニ ッ ト （ Ｋ－９ ７ ５ ０ ） にて本機を取付ける場合は化粧

パネルが異なり ま す。 販売店にご相談く ださ い。  

据置き 、 直接壁面には取付けでき ま せん  

天井に直接取付ける場合 

据置き  直接壁面に取付ける  

天井に埋込む場合 
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据付の前に  

 
� カ メ ラ を設置する前に、 カ メ ラ 固定金具をはずし て く だ さ い。  
 

１ ． 本体のレバーを①の方向に押し ま す。  
２ ． 本体のレバーを押し たま ま 、 カ メ ラ 固定金具を②方向に回転さ せ、 はずし ま す。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カ メ ラ 固定金具 

レ バ－ 

① 

② 

③ 
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警告

      
●必ず電源を切っ て作業する こ と 。  

 
 
制御方式の切換え  
 
工場出荷時の設定は、 ワ ン ラ イ ン （ メ ルッ ク Ｇシリ ーズのコ ン ト ロ ーラ によ る制御） になっ ていま す。 本機

を Ｒ Ｓ－４ ２ ２ で制御する場合には以下の作業を し て く だ さ い。  
 
（ １ ） ス イ ッ チの切換え  

 
 
 

 
 
  

（ ２ ） ケーブ ルの接続 
� 使用可能電線  

・  単線： φ０ ． ３ ２ ｍｍ（ Ａ ＷＧ ２ ８ ） ～φ０ ． ６ ５ ｍｍ（ Ａ ＷＧ ２ ２ ）  

・  撚線： ０ ． ０ ８ ｍｍ
2
（ Ａ ＷＧ ２ ８ ） ～０ ． ３ ２ ｍｍ

2
（ Ａ ＷＧ ２ ２ ） 素線形φ０ ． １ ２ ５ 以上 

 

① 制御用ケーブ ルの被覆を ９ ～１ ０ ｍｍ切り 取り ま す。  

② 制御用コ ネク タ の電線挿入解除操作部を押し ながら 電線挿入孔に奥までし っ かり と  

  挿入し 、 抜けないこ と を確認し て く だ さ い。  

 

  ＊芯線を抜く 場合にも 、 同様に電線挿入解除操作部を押し ながら ケーブ ルを抜いて く だ さ い。  

   

表示番号 ピ ン配列  

１  Ｒ Ｘ Ｄ＋ 

２  Ｒ Ｘ Ｄ－ 

ツ イ ス ト ペア  

３  Ｔ Ｘ Ｄ＋ 

４  Ｔ Ｘ Ｄ－ 

ツ イ ス ト ペア  

５  Ｆ Ｇ  シールド 線 

 

 

① 制御コ ネク タ 横のス イ ッ

チ を 「 Ｒ Ｓ ４ ２ ２ 」 側に

ス ラ イ ド し て下さ い。 ス

イ ッ チ操作にはマ イ ナス

ド ラ イ バー（ 刃先幅 2. 6mm

程度） を ご使用く ださ い。 
② 制御コ ネク タ へのケーブ

ル の 接続は１ １ ペ ー ジ   
ケーブ ルの接続方法（ 制 
御用ケーブ ル） を御確認 
下さ い。  

 

制御用コ ネク タ  

ス イ ッ チ    

電線挿入解除操作部 電線挿入孔 
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警告

      
●必ず電源を切っ て作業する こ と 。  

     
注意

      
●天井に十分な強度がある こ と を確認し  

 て から 施工し て く だ さ い  

 

 

据付方法（ カ メ ラ 固定金具の取付け）  

 
� 天井に直接取付ける場合 

1.  カ メ ラ 固定金具のネジ穴に合わせ天井にφ６ の穴を開けます。 （ ３ ケ所）  

ま た 、 Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ ケ－ブ ル、 同軸ケ－ブルが天井裏を通るため、 天井に配線用の穴（ φ６ ０ ） を  

開けま す。 （ 下図の天井加工寸法を参照願います）  

２ ． 天井裏の鉄骨等よ り ア ン カ －ボルト （ 別途購入） を吊り 下げ、 天井取付金具に固定し ます。  

３ ． 天井取付金具と カ メ ラ 固定金具は天井板を挟んだ状態でネジにて取付けます。 カ メ ラ を向けたい  

  方向（ セン タ －） にカ メ ラ 固定金具の“ Ｆ Ｒ ＯＮ Ｔ ” マ－ク がく る よ う に取付けます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� 天井に埋め込む場合 

天井埋め込みユニ ッ ト （ Ｋ －９ ７ ６ ０ 別売） の据付工事説明書を よ く 読んで注意事項を必ず守っ て く だ

天井板 

ア ン カ －ボルト  

天井取付金具 
平ワ ッ シャ 、 ス プ リ ン グ ワ ッ シャ  

ナッ ト  

平ワ ッ シャ （ Ｍ５ ） 

ス プ リ ン グ ワ ッ シャ （ Ｍ５ ） 

ネジ（ Ｍ５ ×５ ０ ）  

カ メ ラ 固定金具 

“ Ｆ Ｒ ＯＮ Ｔ ” マ－ク  
（ カ メ ラ を向けたい方向に ）  

（ 天井板加工寸法）  
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警告

      
● 必ず電源を切っ て作業する こ と 。  

● 必ず安全ワ イ ヤを取り 付ける こ と 。  

さ い。  

据付方法（ カ メ ラ 本体の取付け）  

 

１ ． 安全ワ イ ヤを本体に固定し ま す。  

２ ． 同軸ケ－ブル、 電源ケ－ブルを接続し ま す。  

３ ． カ メ ラ 固定金具のツ メ 部と 本体の切欠き部を合わせロ ッ ク 位置まで本体を②矢印方向に回転さ せま す。  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊カ メ ラ を取り はずす際は、 カ メ ラ 固定金具に付いている レ バ－を押し ながら 本体を②矢印と 逆方向に  

  回転さ せま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

天井板 

安全ワ イ ヤ  
を固定 

同軸ケ－ブル  

電源ケ－ブル  

ツ メ 部と 切り 欠

き部を合わせ右 
回転（ ロ ッ ク ）  ① 

② 

“ Ｆ Ｒ ＯＮ Ｔ ”  
マ－ク を目安に  
かん合さ せる  

レ バー  

     
注意

      
●電源ケーブ ルが固定金具のエ ッ ジに  

接触し ないよ う に作業する こ と 。  
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ケ ーブ ルの接続方法（ 同軸ケーブ ル ）  

 

� ＢＮ Ｃ コ ネク タ の取付方法 
� 使用工具 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・  はんだごて………………………………………………………１ 本 
・  カ ッ タ ー（ ケーブ ル加工に用いる ） …………………………１ 本 
・  ラ ジオペン チ……………………………………………………１ 本 

② ３ Ｃ －２ Ｖ の場合は被服にス リ ーブ 、 フ ェ ルー

ルを 挿入する 。 ５ Ｃ－２ Ｖ の場合は編組線にフ

ェ ルールを挿入し ま す。  
 

③ 編組線を総て折り 返し た後、 編組線の折り 返し

面よ り １ ． ５ ㎜のと こ ろ で絶縁体を切り 取り ま

す。  

⑤コ ネク タ 本体を挿入し た後、 締付ナッ ト を一杯

にネジ込みます。  

 

 Ａ   Ｂ  

①ケーブ ルに締付ナッ ト を挿入し た後、 ケーブ ル

の先端よ り 下表の寸法で被服、 シールド 線を切り

取り ま す。  
ｹー ﾌﾞ ﾙ Ａ [㎜] Ｂ [㎜] 
３ Ｃ －２ Ｖ  ３ ． ０  １ ２ ． ０  
５ Ｃ －２ Ｖ  ３ ． ５  １ ８ ． ０  

寸法 

④ク ラ ン プ にケーブ ルを挿入し た後、 中心導体と

中心コ ン タ ク ト を半田付けする 。  

コ ネク タ 本体 中心コ ン タ ク ト  ク ラ ン プ  
フ ェ ルール  

ス リ ーブ  
締付ナッ ト  

編組線 
外被 絶縁体

ス リ ーブ  
フ ェ ルール  

芯線 

1.5㎜ 

半田付け  
中心コ ン タ ク ト  ク ラ ン プ  

コ ネク タ 本体 締付ナッ ト  
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警告

      
●必ず電源を切っ て作業する こ と 。  

ケ ーブ ルの接続方法（ Ｆ Ｇ線）  

 

１ . 使用可能電線 

・ 単線の場合   φ１ ． ２ ｍｍ（ Ａ ＷＧ １ ６ ） ～φ２ ． ０ ｍｍ（ Ａ ＷＧ １ ２ ）  

・ よ り 線の場合 ０ ． ２ ５ ｍｍ
2
（ Ａ ＷＧ ２ ２ ） ～１ ． ６ ５ ｍｍ

2
（ Ａ ＷＧ １ ６ ）  

２ . Ｆ Ｇ線を ラ グ端子等で加工し 、 Ｆ Ｇネジで固定し ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ Ｇ ネジ（ Ｍ４ ）  

  Ｆ Ｇ線 

※図の向き  
に固定し て  
く だ さ い  

Ｆ Ｇ線は必ず接続し て く だ さ い  
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そ の他のご注意 

 

� ド ームカ バー （ ス モ ーク  Ｋ －９ ７ ６ １ ） への交換や、 傷等でド ームカ バーを交換する際は必ず次の手

順でド ームカ バーの取り 外し 、 取付けを行っ て く だ さ い。  

 

� 取り 外し 方法 
① ド ームカ バー固定ネジ（ ３ ヶ 所） を  

 はずし ま す。  

② 本体から ド ームカ バーホルダ ー、 パッ キン 、  

 ド ームカ バー、 ス ペーサを下方向に引き抜き  

ま す。  

＊ド ームカ バー固定ネジは非常に  

 小さ な部品ですので、 なく さ ないよ う に  

 注意し て く だ さ い。  

＊付属のネジ以外は使用し ないでく だ さ い。  

 回転動作が正常に行われない場合が 

 あり ま す。  

 

� 取付け方法 
① ス ペーサの凸部（ 小） と 本体切り 欠き部を  

合わせて本体に挿入し ま す。   

② ド ームカ バー目印と スペーサ凸部（ 小） と  

を 合わせてド ームを スペーサに挿入し ま す。  

③ パッ キン およ びド ームカ バーホルダ ーを ド ームカ バーに挿入し ま す。  

④ ド ームカ バー固定ネジ（ ３ ヶ 所） にて固定し ま す。  

＊ド ームカ バー固定ネジは必ず取付けて く だ さ い。 ド ームカ バーが落下する場合があり ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体切欠き  本体 

ス ペーサ  

ス ペーサ  

凸部（ 大） 

ド ームカ バー  
ド ームカ バー  

目印 

パッ キン  

ド ームカ バーホルダ ー  
ド ームカ バー固定ネジ 

（ ３ ヶ 所）  

ス ペーサ  

凸部（ 小）  

注意
 

●パ ッ キ ン がかみこ みに 注意し

作業実施下さ い。  
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警告

      
●必ず電源を切っ て作業する こ と 。  

� カ メ ラ ､回転台の電源を切るにはＡ Ｃ １ ０ ０ Ｖ 電源の供給を停止し て く だ さ い。  
� そ の他の設置方法（ 天井埋込み、 壁面取付け） については、 各オプ ショ ン に付属の取扱説明書を よ く  
読んで設置をおこ なっ て く だ さ い。  

� ヒ ュ ーズは指定のものを お使いく だ さ い ｡ま た 、 万一ヒ ュ ーズが切れた場合には販売店へ連絡し 、 ヒ ュ ー
ズの切れた原因を調査の上､必ずサービ ス マ ン に交換を行っ ても ら っ て く だ さ い。  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指定ヒ ュ ーズ  
 
 メ ーカ  形名 仕様 

ヒ ュ －ズ ( F1)  エ ス  オー  シー㈱ Ａ Ｔ Ｓ Ｃ -２ ５ ０ Ｖ －３ Ａ  
２ ５ ０ Ｖ ／３ Ａ  

耐ラ ッ シュ 型φ５ ×２ ０ ｍｍ 

ヒ ュ ーズ ( F2)  エ ス  オー  シー㈱ Ａ Ｔ Ｓ Ｃ －２ ５ ０ Ｖ －２ Ａ  
２ ５ ０ Ｖ ／２ Ａ  

耐ラ ッ シュ 型φ５ ×２ ０ ｍｍ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①カ メ ラ の電源を切り ま す。  
②ネジをはずし て、 上面にある カ バー  
 を はずし ま す。  
③内部の基板上にヒ ュ ーズがあり ま すの  
 で 、 ヒ ュ ーズカ バーを はずし て新し い  
 も のと 交換し て く だ さ い。  
④はずし たカ バーを元に戻し ま す。  

ネ ジ を は ず す （ ３

 

ヒ ュ －ズ（ Ｆ １ ）  

カ バ－ 

ヒ ュ －ズ（ Ｆ ２ ）  
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据付工事後の確認 

 
据付工事が終わり ま し たら 、 下表に従っ ても う 一度点検し て く だ さ い。  

不具合があり ま し たら 、 必ず直し て く だ さ い。 （ 機能が発揮できないばかり か、 安全性が確保でき ま せん。 ） 

 
z 安全性に係わる事項 

 

Ｎ ｏ ．  項目 判定 

１  金属類や燃えやすいものを内部に入れていないか。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

２  他のも のを上に置いていないか。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

３  指定のコ ン ト ロ ーラ を使用し ているか。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

４  ケース を はずし た り 、 改造し た り し ていないか。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

５  衝撃、 振動のある所に設置し ていないか。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

６  据付場所は、 カ メ ラ の質量に十分耐えら れるか。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

７  据付場所に合っ た据付ネジを使用し ているか。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

８  コ ン ト ロ ーラ 側でコ ネク タ の抜ける こ と はないか。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

９  ケーブ ルを無理に曲げたり 引っ 張っ た り し ていないか。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

１ ０  ケーブ ル接続部のコ ネク タ は、 し っ かり と 取付けら れているか。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

１ １  ケーブ ル加工は、 き ち んと 行われているか。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

１ ２  直射日光の当たる所や熱器具のそ ばに設置し ていないか。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

 
z 性能・ 機能に係わる項目 

 

Ｎ ｏ ．  項目 判定 

１  使用場所の周囲温度・ 湿度は規格内か。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

２  使用電源はＡ Ｃ ９ ０ ～１ １ ０ Ｖ の範囲内か。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

３  同軸ケーブ ルの近く に電力、 ア ン テ ナケーブ ルが配線さ れていないか。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

４  コ ン ト ロ ーラ ～カ メ ラ 間のケーブ ル長は、 1. 2kmを超えていないか。  Ｙ Ｅ Ｓ  Ｎ Ｏ  

 
 
 
 
試運転 

 
z 試運転は、 お客様及び販売店の立ち会いのも と で行っ て く だ さ い。  
z 別冊の取扱説明書の基づいて、 操作手順、 安全を確保するための正し い使い方について、 販売店から ご

説明く だ さ い。 特に 、 「 安全のために必ず守る こ と 」 の項は、 安全に関する重要な注意事項を記載し て

いま すので、 必ず守るよ う ご説明く ださ い。  


